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第 153回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『『心が通じ合う人と出会う』〜『心に木を植える』〜』 

 

2023 年 2月 10 日午前中病理組織診断の業務を終えて、東京駅―＞千葉駅―＞榎戸駅に向か

った。 八街市での講演『北総がんカフェ in 八街：樋野興夫先生特別講演会 〜 なぜ、が

んカフェをはじめたのか?』に赴いた（画像）。 主催者の大串眞先生からは、【樋野先生が

順天堂大学にてなぜ 『がん哲学外来メディカルカフェ』を始められたか、その経緯などに

ついて わかりやすくお話いたただき、また、『がんカフェ』を全国に広めていく意義につ

いて お話いただきたいと話し合いました。―― 八街は都内や千葉の他のカフェとは距離が

遠く、そういう連携のとりにくいところです。 いわば未開の地にやっていこうとしていま

すから、まず、『入門的な立ち上げ』が今回のコンセプトです。 実際のカフェは、2023年

度から、年４回ほどを『北総がんカフェ』の一つとして考えています。 『北総がんカフェ

ス』タッフが協力します。 3人のスピーカーは、10分ずつ先生の講演の後です。―― これ

らの話のあとで、会場の人と質疑応答をします。―― 「なぜがんカフェをはじめたのか？」

という感じの題で、お願いいたします。―― メインは、樋野先生のご講演と 3 人のカフェ

経験者のはなしとしました。】とのことであった。 また、講演とパネルデスカッションの

間に、『花は咲く』を熱唱された。 筆者の本を購入された方にサインをする機会も与えら

れた。 雪の降る日、大変充実した貴重な時となった。 

 

2 月 11 日は、『風の谷・がん哲学外来カフェ in いちかわ』１周年記念【樋野興夫先生講

演会『主体的に隣人となる』〜『暇げな風貌』＆『偉大なるお 

節介』〜】(画像)である(千葉県市川市)。【『がん哲学外来カフェとは』がん患者さんや医

療関係者などが立場を超えて集う交流ができるように、樋野興夫先生により始められました。

『がん哲学外来市民学会』基本理念は、『救済の客体から解放の主体へ』であり、『隣人（病

者）を客体化』するのではなく、『暇げな風貌』と『偉大なるお節介』で、自ら『主体的に

隣人となる』支え合いの精神に基づいた活動を深める学会である。】とチラシには記載され

ていた。 大いに感動した。 まさに、『心が通じ合う人と出会う』、『心に木を植える』、

『多面的な、高邁なる識見』の実践ではなかろうか！ 本当に、有意義な『千葉県 連チャン

症候群の旅』である。 
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